
 

個 人 質 問 議会事務局 

処 理 欄 

令和 ２年 ８月１８日１４時４６分 受付 

質 問 順 位  第 １１ 番 

武豊町議会議長 福本 貴久 殿 

武豊町議会議員 甲斐百合子 

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 
令和２年第３回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 答弁者 

１．ハザードマ

ップの活用につ

いて 

 

【趣旨説明】 

本年は、世界的に感染症が蔓延し、今後は、感染防止を前

提とした生活が日常となる中、災害は待ったなしで起こりま

す。７月の豪雨災害は、川の決壊や氾濫、土砂崩れなどによ

り、広域にわたる大きな被害となりました。地域によっては、

新型コロナ感染防止ため、避難所の受け入れを制限したこと

により、避難者が入りきれない事態が発生しました。九州で

は多くの人が逃げ遅れ命を失いました。災害は、毎回想定外

の事が起こりますが、私たちはこうした過去の災害の一つ一

つを教訓にしていかなければなりません。 

本町では、本年「地震津波ハザードマップ」が全戸配布さ

れ、「水害ハザードマップ」も作成予定だと伺っています。ハ

ザードマップは、自分が住む場所や地域の、特徴や危険度を

知り、災害時の避難のタイミングと行動を促すための重要な

情報の一つであります。ただし活用されてこそです。 

 今後の災害に住民が対応できるよう、以下質問します。 

 

町長 

副町長 

教育長 

部課長 

【質問事項】 

①水害ハザードマップについて、いつ頃の配布を予定してい

ますか。 

②すでに配布されている「地震津波ハザードマップ」と、今

後作成予定の「水害ハザードマップ」の活用について、世代

ごとの活用方法を検討する必要があると考えます。具体的に

どのような活用をお考えですか。 

③町ホームページから、住んでいる場所の浸水度や倒壊危険

度などを容易に把握することができる WEB 版ハザードマップ

を本町でも取り入れると、住民のさらなる意識向上に役立ち、

ＩＣＴを使った防災教育や情報の更新もできるのではと考え

ます。ＷＥＢ版ハザードマップ導入についていかがお考えに

なりますか。 

 

 



 

個 人 質 問 議会事務局 

処 理 欄 

令和 ２年 ８月１８日１４時４６分 受付 

質 問 順 位  第 １１ 番 

武豊町議会議長 福本 貴久 殿 

武豊町議会議員 甲斐百合子 

一 般 質 問 の 通 告 に つ い て 
令和２年第３回武豊町議会定例会において、次のように質問したいから通告します。 

質 問 事 項 質問の要旨(具体的にご記入願います) 答弁者 

2.子どもの発達

支援、相談支援

について 

【趣旨説明】 

 平成２４年に、障害のあるお子さんが、身近な地域で支援

を受けられることを目指して、障害児支援に関する法律が改

正されました。それにより、障害児支援の根拠となる法律が

児童福祉法に一本化され、支援の対象に発達障害児も含まれ

ました。住む地域で通所に関する支援が、特性に応じて受け

られるようになりました。障害や発達に不安のあるお子さん

が、発達支援や相談支援、また家庭支援を身近に受けられる

ようにするために、国も、概ね１０万人もしくは市町村に１

カ所「児童発達支援センター」を設置することを進めていま

す。 

 本町では、現在、相談支援事業所において、相談支援を丁

寧に行っていると伺いました。しかしながら、小中学校の支

援級の児童生徒は年々増加し、療育のニーズも高まっている

と感じます。 

第１期武豊町障がい児福祉計画には、「児童発達支援センタ

ーについては目標としないが、相談支援事業や保育所等訪問

支援事業を実施するため、あおぞら園の機能強化を図ること

を目標にする」とあります。 

本町における、０歳から１８歳までの子どもの発達支援・相

談支援、そして家庭支援をワンストップで行う中核施設と 

療育や就労に関する情報提供について、以下質問します。 

町長 

副町長 

教育長 

部課長 

【質問事項】 

①本町では、就学前に放課後等デイサービスや放課後児童ク

ラブなどの利用の仕方や事業所の紹介など、情報提供と相

談の機会を設けるガイダンス（説明会）を行わず、個別に

ご案内をしていると伺いました。 

個別にしている理由と課題、説明会を開催することについ

て、どのようにお考えになりますか。 

②中学校卒業予定の、支援の必要な生徒の保護者に向けて、

進路や就労について、特別支援学校や企業、事業所の紹介

など、就労相談のできる説明会を行うことについて、どう

お考えになりますか 

③放課後児童クラブにおいて、支援が必要だと思われる児童

を受け入れる場合、現在どのような対応を行っていますか。

また、対象児童の特徴や配慮すべき事柄についての必要な

情報の共有を実施していますか。 

④本町において、0 歳～18 歳の子どもの発達支援と相談支援

を行う「児童発達支援センター」を整備する必要があると

考えます。現在の状況と今後の「児童発達支援センター」

整備についてどのようにお考えですか。 

 


